
Kwansei Gakuin University  

Intensive Japanese Language and Culture Study Program -Elementary- 

（3 Weeks） 

 

◆プログラム目的
もくてき

 

日本語
に ほ ん ご

の 力
ちから

を伸
の

ばすとともに，日本
に ほ ん

の社会
しゃかい

・文化
ぶ ん か

への理解
り か い

を深
ふ か

める。 

Program Objective: Improve Japanese language proficiency while simultaneously increasing 

the level of understanding of Japanese society and culture. 

 

 

◆到達
とうたつ

目標
もくひょう

 

・初中級
しょちゅうきゅう

レベルの 表現
ひょうげん

を使
つ か

って，日常
にちじょう

会話
か い わ

ができる。 

・身
み

の回
ま わ

りのことについて，事実
じ じ つ

や感想
かんそう

をまとまった長
な が

さで 表現
ひょうげん

できる。 

Learning Outcomes 

・Students will be able to use elementary expressions, and become proficient in everyday 

conversation. 

・Students will also be able to describe and express their thoughts on familiar day-to-day 

topics. 

 

 

◆レベル 

・日本語
に ほ ん ご

を 150時間
じ か ん

以上
いじょう

学習
がくしゅう

している。 

・動詞
ど う し

の基本
き ほ ん

活用
かつよう

（辞書形
じ し ょ け い

，て形
け い

，ない形
け い

）のルールがわかり，たどたどしいが 産出
さんしゅつ

でき

る。 

・学習中
がくしゅうちゅう

のレベルとしては『みんなの日本語
に ほ ん ご

』L13-50，『げんき』L6-21 である。 

・産出
さんしゅつ

は単文
たんぶん

から複文
ふくぶん

へと発展
はってん

途上
とじょう

の段階
だんかい

である。 

・N5合格
ごうかく

レベルである。 

Level of study 

・Completed more than 150 hours of Japanese language studies. 

・Students are expected to have knowledge of basic verb conjugation, such as Dictionary  

form,Nai- form, and Te- form. 

・Students should be at a level equivalent to “Minna no Nihongo” Lessons L13-50 or “Genki” 
Lessons L6-21.） 

・Students should be able to output in simple sentences with some complex sentences, or in 

the learning process of doing so. 

・N5 level or equivalent as a requirement. 

 

 

◆授業
じゅぎょう

内容
ないよう

 

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

をテーマにして，社会
しゃかい

にメッセージを発信
はっしん

するプロジェクトを 行
おこな

う。プロジェクト

には 日本語
に ほ ん ご

パートナー（KGU学生
がくせい

）とチームになって取
と

り組
く

む。このほか，日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

，

文化
ぶ ん か

に 関
か ん

するトピックを話
は な

したり，関連
かんれん

する資料
しりょう

を読
よ

んだりする。学生
がくせい

の日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

の

必要
ひつよう

に 応
お う

じて，日本語
に ほ ん ご

を 書
か

く，話
は な

す，読
よ

む，聞
き

く 練習
れんしゅう

も 行
おこな

う。こうした活動
かつどう

によって，



単語
た ん ご

やフレーズなどの 日本語
に ほ ん ご

の知識
ち し き

を増
ふ

やすだけでなく，日本語
に ほ ん ご

を使
つ か

った総合的
そうごうてき

なコミュニ

ケーション 能力
のうりょく

，批判的
ひ は ん て き

思考力
しこうりょく

，協働性
きょうどうせい

を 高
た か

める。 

Outline 

The theme of the project is multi-cultural society, and students will work in teams 

with Nihongo partners (KGU students) to create messages to express their thoughts by 

using the Japanese they have acquired in the class. In addition, students will talk about 

topics related to daily life, society and culture, and read related materials. Students 

will also practice writing, speaking, reading, and listening to Japanese, depending on 

their Japanese language proficiency needs. Through these activities, students will not 

only increase their knowledge of Japanese words and phrases, but also improve their 

overall ability to communicate, think critically, and work collaboratively using the 

Japanese language. 

 

◆教材
きょうざい

 

ハンドアウトを配布
は い ふ

する。 

Course Materials 

No required textbooks. Instructors will prepare handouts and materials. 

 

 

◆成績
せいせき

（Grading Criteria 80%） 

・パフォーマンス課題
か だ い

（Performance Task） 50％ 

・知識
ち し き

確認
かくにん

テスト（Test） 20％ 

・参加度
さ ん か ど

（Participation） 10％ 

（日本
に ほ ん

文化
ぶ ん か

 Japanese Culture class 20%） 

*これらは 変更
へんこう

になる場合
ば あ い

があります。その時
と き

はお知
し

らせします。 

*60％以上
いじょう

で「合格
ごうかく

」ですが，出席
しゅっせき

が 80％未満
み ま ん

の場合
ば あ い

は，自動的
じ ど う て き

に「Ｆ」になります。  

*The above is subject to change with prior notice. 

*A passing grade is 60% or above. However, students who do not maintain a minimum of  

80% class attendance will receive an F.  

*If the above requirements are met, credits will be awarded. 

 


